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７
月
12
日
『
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
』
に
お

い
て
第
76
回
学
術
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
酷
暑
の
休
日
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
者

は
１
３
２
人
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず

来
場
し
た
参
加
者
の
学
習
意
欲
は
高
く
、

そ
の
熱
気
が
会
場
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
。

　
第
１
部
で
の
『
保
険
セ
ミ
ナ
ー
』
は
、
田

代
富
夫
副
会
長
が
講
師
と
し
て
登
壇
し
た
。

　
講
演
は
、
健
康
保
険
の
取
り
扱
い
上
の

留
意
点
（
返
戻
対
策
・
適
応
等
）
を
中
心

に
行
わ
れ
、
日
々
の
業
務
に
即
役
立
つ
内

容
で
あ
っ
た
。

　
第
２
部
で
は
、
獨
協
医
科
大
学
病
院
リ

ウ
マ
チ
セ
ン
タ
ー
長
の
玉
井
和
哉
教
授
を

お
招
き
し
て
『
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
最
新
情

報
と
治
療
の
実
際
』
と
題
し
ご
講
演
を
い

た
だ
い
た
。

　
柔
道
整
復
師
の
日
常
の
業
務
の
中
で
、

比
較
的
出
会
う
こ
と
が
多
い
関
節
リ
ウ
マ

チ
と
い
う
疾
患
に
つ
い
て
、
最
新
の
情
報

を
交
え
な
が
ら
そ
の
病
態
を
丁
寧
に
ご
説

明
い
た
だ
い
た
。

　
ま
た
、
ご
講
演
の
中
で
最
も
衝
撃
的

だ
っ
た
の
は
『
膝
の
人
工
関
節
置
換
術
』

の
動
画
で
あ
っ
た
。
そ
の
手
術
を
10
分
に

編
集
し
た
も
の
で
、
柔
道
整
復
師
が
な
か

な
か
見
ら
れ
な
い
貴
重
な
映
像
で
あ
っ
た
。

皮
膚
の
切
開
か
ら
始
ま
り
、
骨
切
り
⇩
仮

の
人
工
関
節
装
着
⇩
調
整
⇩
仮
の
人
工
関

節
装
着
⇩
調
整
⇩
人
工
関
節
装
着
⇩
微
調

整
と
綿
密
で
繊
細
な
仕
事
に
は
感
動
を
覚

え
、
整
形
外
科
医
の
職
人
技
に
は
尊
敬
の

念
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。

　
特
に
今
回
の
学
術
講
演
会
は
得
る
も
の

が
多
く
、
来
場
で
き
な
か
っ
た
会
員
が
多

か
っ
た
こ
と
は
大
変
残
念
で
あ
っ
た
。

　
学
術
部
と
し
て
は
、
今
ま
で
以
上
に
会

員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
学
術
講
演
会

を
企
画
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
会

員
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学
術
部
副
部
長
　
野
澤
哲
男

第
76
回
学
術
講
演
会

第
76
回
学
術
講
演
会
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今
年
も
『
秋
の
交
通
安
全
運
動
』
が
始
ま

り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
死
者
数

が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
加
え
、
児
童
・

生
徒
が
当
事
者
と
な
る
事
故
の
発
生
も
後
を

絶
た
な
い
現
状
を
踏
ま
え
、

１
　
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

２
　
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車

乗
用
中
の
事
故
防
止

３
　
す
べ
て
の
座
席
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

４
　
飲
酒
運
転
の
根
絶

５
「
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
運
動
」
の
推
進

　
等
を
重
点
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
特
に
平
成
27
年
６
月
１
日
よ
り
改
正
さ
れ

た
道
路
交
通
法
の
施
行
に
よ
っ
て
自
転
車
運

転
時
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な
か
っ
た
場
合
に
は

厳
し
く
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
子
ど
も
で
あ
っ
て
も
14
歳
以
上
は
対
象
）

自
転
車
安
全
利
用
５
則

１
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

２
車
道
は
左
側
を
通
行

３
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り
を

　
徐
行

４
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

５
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　
７
月
31
日
、
今
年
も
男
体
山
登
拝
大
祭

が
斎
行
さ
れ
た
。

　
午
前
０
時
、
登
山
開
始
。
標
高
２
、４
８
６

ｍ
の
深
夜
登
山
は
思
い
が
け
な
い
ア
ク
シ
デ

ン
ト
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
た

め
日
赤
栃
木
支
部
お
よ
び
陸
上
自
衛
隊
に

よ
る
救
護
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
当
会

は
、
日
赤
よ
り
依
頼
を
受
け
15
年
前
か
ら

こ
の
救
護
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。

　
日
赤
か
ら
は
職
員
の
ほ
か
、
県
内
３
病

院
（
足
利
・
芳
賀
・
那
須
）
よ
り
医
師
・

看
護
師
な
ど
が
派
遣
さ
れ
る
。
こ
の
ほ

か
、
当
会
か
ら
４
人
の
救
護
員
と
陸
上
自

衛
隊
に
よ
り
救
護
団
が
結
成
さ
れ
る
。
私

は
７
合
目
半
の
救
護
所
に
配
置
さ
れ
た
。

メ
ン
バ
ー
は
私
の
ほ
か
に
看
護
師
２
人
・

Ｐ
Ｔ
の
４
人
で
編
成
さ
れ
た
。

　
７
月
末
と
は
い
え
男
体
山
は
冬
並
に
気

温
が
下
が
る
。
午
前
２
時
55
分
、
救
護
所
に

最
初
の
傷
病
者
が
訪
れ
た
。
め
ま
い
・
悪
心

を
訴
え
ふ
ら
つ
い
て
い
る
。
体
温
は
33
・

４
℃
と
低
く
、
明
ら
か
に
低
体
温
症
。
体
温

を
上
げ
る
た
め
に
患
者
を
保
温
。
具
合
が

良
く
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
自
衛
隊
に
よ

り
下
山
搬
送
を
行
っ
た
。
こ
の
時
期
の
低
体

温
症
は
標
高
の
高
い
山
中
な
ら
で
は
だ
。

そ
の
後
、
高
山
病
を
疑
う
傷
病
者
等
数
人

が
救
護
所
を
訪
れ
た
。
施
術
所
の
中
で
は

絶
対
に
診
な
い
貴
重
な
症
例
ば
か
り
だ
。

　
傷
病
者
が
来
な
い
間
は
看
護
師
や
Ｐ
Ｔ

と
の
話
に
花
が
咲
い
た
。
私
の
救
護
所
の

看
護
師
は
内
科
と
整
形
外
科
担
当
の
看
護

師
で
あ
っ
た
た
め
、
外
傷
や
手
術
・
内
科
疾

患
の
話
に
花
が
咲
い
た
。
話
を
す
る
中
で

「
接
骨
院
の
仕
事
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
こ
れ

か
ら
は
医
師
に
接
骨
院
を
紹
介
し
ま
す

よ
！
」
と
私
た
ち
の
業
務
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
た
い
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

　
登
山
者
が
下
山
す
る
頃
に
は
救
護
所
は

大
混
雑
。
関
節
や
筋
肉
の
痛
み
を
訴
え
る

者
が
増
え
て
く
る
。
終
わ
り
の
頃
に
負
傷

者
発
生
の
連
絡
が
入
っ
た
。
動
け
な
い
と

の
こ
と
で
看
護
師
・
自
衛
隊
員
と
共
に
現

場
に
出
動
。
到
着
す
る
と
、
岩
だ
ら
け
の

急
勾
配
で
足
を
滑
ら
せ
、
手
を
骨
折
し
た

ら
し
く
橈
骨
と
尺
骨
の
遠
位
端
が
明
ら
か

に
変
形
し
て
い
る
。
骨
折
の
処
置
は
朝
飯

前
。
現
場
で
固
定
処
置
を
行
っ
た
。
処
置

後
、
自
衛
官
と
共
に
患
者
を
救
護
所
に
搬

送
。
擦
過
傷
の
処
置
を
看
護
師
に
お
願
い

し
、
自
衛
隊
に
て
医
師
の
い
る
４
合
目
の

救
護
所
へ
。
診
察
し
た
医
師
か
ら
「
こ
こ

ま
で
処
置
を
し
て
あ
っ
た
ら
や
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
よ
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
ま
ま
搬
送
。
他
の
看
護
師
か
ら
も
称

賛
を
浴
び
、
柔
整
師
の
面
目
躍
如
。
い
い

ア
ピ
ー
ル
と
な
っ
た
。

　
今
回
の
救
護
活
動
を
通
し
て
様
々
な
傷

病
者
を
診
る
こ
と
が
で
き
、
私
自
身
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
と
な
っ
た
。
ま
た
、
他
の
医

療
関
係
者
と
連
携
や
交
流
も
で
き
て
非
常

に
有
意
義
な
２
日
間
だ
っ
た
（
ち
な
み
に

今
回
の
メ
ン
バ
ー
と
飲
む
約
束
も
し
て
い

ま
す
！
）
。
男
体
山
救
護
。
ま
た
行
っ
て

み
た
い
で
す
！

那
須
支
部
　
岡
本
博
志

・
・

　
　
　
　な
症
例
か
ら

　
　
　自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
へ

高
齢
者
、
児
童
・
生
徒
の

　交
通
事
故
防
止
へ

９
月
21
日
〜
30
日

〜
秋
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
〜

ささ
ま

ま
ざざ

〜
男
体
山
登
拝
大
祭
救
護
活
動
報
告
〜

前腕骨骨折の処置をする岡本会員
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真
夏
に
な
り
、
午
前
中
と
午
後
の
患

者
さ
ん
の
来
院
に
ム
ラ
が
あ
る
こ
の
ご

ろ
で
す
。

　
一
日
を
通
し
て
、
患
者
さ
ん
が
切
れ

目
な
く
来
院
し
て
く
れ
る
の
が
一
番
い

い
の
で
す
が
・
・
・
。

　
長
男
が
夏
休
み
に
な
り
毎
日
、
幼
稚

園
の
宿
題
と
し
て
体
操
を
し
て
い
て
、

逆
立
ち
歩
き
で
歩
け
る
距
離
が
少
し
ず

つ
伸
び
て
お
り
、
一
緒
に
喜
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
子
の
成
長
を
目
の
当
た
り
に
感
じ
る

一
方
で
、
自
分
は
人
間
と
し
て
、
施
術

者
と
し
て
成
長
し
て
い
る
の
か
？
自
問

自
答
・
・
・
。
　

　
日
々
成
長
で
き
る
よ
う
、
情
熱
を

も
っ
て
患
者
さ
ん
と
接
し
て
い
き
た
い

と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
息
子
よ
あ
り

が
と
う
・
・
・
。

広
報
部
　
横
地
康
史

ひ
と
言

　
は
じ
め
に
帝
京
大
学
医
療
技
術
学
部
柔

道
整
復
学
科
・
井
原
正
博
学
科
長
か
ら
、

「
今
回
は
大
学
と
当
会
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
形
式
を
更
に
鮮
明
に

し
、
セ
カ
ン
ド
か
ら
サ
ー
ド
ス
テ
ー
ジ
へ

と
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」

と
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
っ
た
。

　
今
回
は
特
別
講
演
が
二
つ
あ
り
、
一
つ

は
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
生
み
の
親
で
あ

る
前
学
科
長
の
塩
川
光
一
郎
先
生
に
よ
る

専
門
の
発
生
生
物
学
や
細
胞
生
物
学
の
視

点
か
ら
柔
道
整
復
学
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

可
能
性
を
、
そ
し
て
現
学
科
長
の
井
原
先

生
に
は
ご
自
身
で
携
わ
っ
て
い
る
『
障
害

者
の
た
め
の
乗
馬
療
法
』
で
得
ら
れ
た
障

害
が
身
体
的
お
よ
び
心
理
的
に
劇
的
に
改

善
し
た
例
を
、
映
像
を
交
え
て
講
演
し
て

い
た
だ
い
た
。

　
当
会
か
ら
は
学
術
部
副
部
長
の
尾
野
剛

稚
会
員
が
『
県
内
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
行
っ

た
骨
密
度
測
定
の
報
告
』
の
演
題
で
、
４

か
所
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
行
っ
た
５
０
０

人
を
超
え
る
骨
密
度
測
定
・
ア
ン
ケ
ー
ト

収
集
の
結
果
を
も
と
に
運
動
歴
と
骨
密
度

の
相
関
関
係
を
発
表
し
た
。

　
運
動
と
骨
密
度
の
関
係
で
は
、
予
想
に

反
し
て
運
動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
ほ

う
が
、
骨
量
減
少
・
骨
粗
鬆
症
の
者
が
や

や
多
い
と
い
う
結
果
が
出
た
。

　
予
測
と
違
う
結
果
に
、
更
な
る
継
続
的

な
デ
ー
タ
の
収
集
、
分
析
を
期
待
し
た
い
。

　
課
題
と
し
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
を

『
運
動
＝
ス
ポ
ー
ツ
』
と
し
、
家
事
労
働

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
等
は
考
慮
に
入
れ
な

か
っ
た
点
を
挙
げ
、
よ
り
正
確
な
デ
ー
タ

と
統
計
な
ど
今
後
の
課
題
も
見
え
た
。

　
ま
た
、
昨
年
に
続
き
小
山
支
部
学
術
部

員
の
舘
佳
孝
会
員
が
『
シ
ン
ス
プ
リ
ン
ト

に
お
け
る
足
底
板
を
用
い
た
２
症
例
』
の

演
題
で
前
方
型
と
後
方
型
２
つ
の
タ
イ
プ

の
シ
ン
ス
プ
リ
ン
ト
に
対
す
る
足
底
板
療

法
を
発
表
し
た
。
正
に
現
場
で
す
ぐ
使
え

る
と
あ
っ
て
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
は

塩
川
先
生
を
は
じ
め
、
大
学
の
先
生
か
ら

も
質
問
が
相
次
い
だ
。
シ
ン
ス
プ
リ
ン
ト

の
患
者
は
10
代
が
多
い
こ
と
か
ら
も
、
柔

整
師
が
中
学
・
高
校
と
の
連
携
を
図
り
、

テ
ー
ピ
ン
グ
や
足
底
板
の
指
導
、
啓
発
活

動
を
す
る
重
要
性
を
指
摘
さ
れ
、
自
分
た

ち
そ
れ
ぞ
れ
に
宿
題
を
い
た
だ
い
た
形
と

な
っ
た
。

　
ほ
か
に
も
大
学
院
生
に
よ
る
発
表
も
行

わ
れ
、
充
実
し
た
内
容
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
冲
永
学
長
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
柔
整
科

を
設
置
す
る
意
義
を
「
生
理
的
な
動
き
を

捉
え
た
上
で
考
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

人
材
を
育
て
る
」
こ
と
、
つ
ま
り
は
「
科

学
的
根
拠
を
も
と
に
立
証
・
検
証
し
て
い

く
柔
整
学
の
構
築
を
目
指
し
て
い
く
」
こ

と
を
強
調
し
て
い
た
。

　
柔
整
業
界
の
未
来
を
考
え
れ
ば
と
て
も

重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
患
者
さ
ん
の
た
め

に
も
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
た
め
に
も
日
々

研
鑽
を
重
ね
て
一
丸
と
な
っ
て
立
ち
向

か
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

広
報
部
　
加
藤
芳
昭

　
８
月
９
日
、
第
８
回
柔
道
整
復
学
豊
郷
台
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
第
７
回
帝
京

大
学
・(
公
社)
栃
木
県
柔
道
整
復
師
会
ジ
ョ
イ
ン
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
が
開

催
さ
れ
た
。

『
塩
川
節
』
再
び
！

『
塩
川
節
』
再
び
！

パフォーマー塩川教授

第２発表者　舘会員

当会第１発表の尾野学術部副部長
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優勝した田口会員（右から２番目）

慌ただしく対応する訓練

　
台
風
も
予
報
さ
れ
る
中
、
台
風
を
九
州

の
西
に
弾
き
飛
ば
す
ほ
ど
の
高
気
圧
！
林

間
で
両
サ
イ
ド
が
狭
く
、
正
確
な
シ
ョ
ッ

ト
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
の
コ
ー
ス
に
、
栃

木
県
か
ら
は
片
岡
祥
二
会
長
を
は
じ
め
14

人
の
会
員
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
総
勢
１
３
８

人
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
予
想
ど
お
り
朝
か
ら
猛
暑
と
の
戦
い
。

ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
の
際
に
は｢

無
事
に
生
還｣

そ
ん
な
言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ
で
し
た
。
そ
ん

な
中
で
も
、
田
口
敦
会
員
（
足
利
支
部
）

が
グ
ロ
ス
・
ネ
ッ
ト
と
も
に
優
勝
。
団
体

で
も
第
３
位
と
い
う
結
果
な
り
ま
し
た
。

　
プ
レ
ー
に
参
加
さ
れ
た
皆
様
、
大
変
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。栃

木
支
部
　
櫻
田
安
孝

　
第
31
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
ゴ
ル
フ
大
会
が
７
月
26
日
、
千

葉
県
野
田
市
の
『
紫
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
紫
あ
や
め
36
』

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
ど
う
す
る
？

田
口
敦
会
員
（
足
利
支
部
）
が
Ｗ
優
勝

　
７
月
14
日
に
栃
木
県
庁
で
行
わ
れ
た

『
防
災
図
上
訓
練
』
を
報
告
し
ま
す
。

　
県
庁
８
階
に
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
と
は
別
に
『
災
害
医
療
本
部
』
が

４
階
の
医
療
政
策
課
の
一
角
に
設
置
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
災
害
医
療
本
部
に
各
地
域
か
ら
被

災
情
報
や
医
療
資
源
情
報
・
救
護
状
況
な

ど
の
情
報
が
集
約
さ
れ
、
被
災
者
の
救
護

活
動
指
示
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
災
害
医
療
本
部
で
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
中
心
に
、
医
療
機
関
の
被
災
状
況
・

患
者
受
け
入
れ
態
勢
な
ど
を
は
じ
め
、
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
の
配
置

状
況
・
資
源
配
分
状
況
を
手
配
し
て
い
き

ま
す
。

　
今
回
の
訓
練
で
は
野
木
町
を
中
心
と
し

た
県
南
地
区
に
お
い
て
多
数
の
傷
病
者
発

生
を
想
定
、
７
０
０
人
を
超
え
る
傷
病
者

を
ど
の
よ
う
に
救
護
し
て
い
く
か
を
中
心

に
、
関
係
諸
機
関
と
の
連
携
や
情
報
共
有

の
実
際
を
訓
練
し
ま
し
た
。

　
状
況
シ
ナ
リ
オ
を
設
定
し
、
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
ン
グ
形
式
で
時
系
列
に
沿
っ
た
訓
練

進
行
は
今
ま
で
に
な
い
訓
練
方
式
で
、
参

加
者
に
は
大
ま
か
な
指
示
が
出
さ
れ
て
い

る
の
み
で
、
自
身
の
判
断
に
お
い
て
進
行
し

て
い
く
訓
練
は
様
々
な
状
況
に
影
響
を
受

け
る
た
め
、
実
際
の
災
害
に
よ
り
近
い
状

態
を
経
験
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
災
害
発
生
時
に
ど
の
よ
う
に

動
き
、
ど
ん
な
場
面
で
の
協
力
が
可
能
に

な
る
の
か
、
大
い
に
考
え
さ
せ
ら
れ
た
訓

練
で
し
た
。

　
今
後
、
今
回
の
訓
練
結
果
を
生
か
し
た
、

当
会
独
自
の
救
護
活
動
展
開
も
想
定
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　
災
害
は
、
い
つ
・
ど
こ
で
・
ど
の
よ
う

な
規
模
で
発
生
す
る
の
か
、
予
測
も
で
き

な
い
こ
と
で
す
し
、
考
え
ら
れ
る
様
々
な

状
況
を
ど
れ
だ
け
想
定
で
き
る
か
、
想
像

力
と
こ
れ
ま
で
の
訓
練
に
裏
打
ち
さ
れ
た

応
用
力
が
頼
み
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
当
会
で
も
独
自
の
訓
練
を
行
う
べ
き
な

の
で
し
ょ
う
。

保
険
部
長
　
塚
原
　
剛

災
害
発
生
!!

災
害
発
生
!!
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１
人
の
柔
整
師
で
複
数
の
接
骨
院

の
保
険
請
求
（
施
術
管
理
者
と
な

る
）
を
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
か
？

午
前
中
は
Ａ
接
骨
院
で
施
術
し

て
、
午
後
は
別
の
Ｂ
接
骨
院
で
施

術
す
る
。
あ
る
い
は
月
・
水
・
金
は
Ａ
接
骨

院
で
施
術
し
、
火
・
木
・
土
は
Ｂ
接
骨
院
で

施
術
す
る
よ
う
な
場
合
は
、
例
外
的
に
そ

の
旨
を
届
け
出
て
２
院
で
保
険
請
求
が
で

き
ま
す
が
、
原
則
と
し
て
１
人
で
３
つ
も

４
つ
も
本
院
、
分
院
の
請
求
を
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
１
人
で
施
術

管
理
者
と
し
て
登
録
で
き
る
の
は
、
例
え

他
の
勤
務
柔
道
整
復
師
が
い
る
場
合
で
も

前
述
の
よ
う
な
場
合
を
除
い
て
１
院
の
み

と
な
り
ま
す
。

負
傷
原
因
を
記
載
す
る
場
合
『
ど

こ
で
、
ど
う
し
て
、 

ど
う
な
っ
た
』

と
い
う
内
容
を
記
載
す
る
こ
と
が
原
則
と

な
り
ま
す
。『
ど
こ
で
』
の
部
分
は
場
合

に
よ
っ
て
は
不
明
な
場
合
が
あ
り
ま
す

し
、ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
中
な
ど
の
場
合 

は
、

必
ず
し
も
特
定
の
場
所
の
名
称
等
を
入
れ

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
概
ね
以
下
の

例
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

記
載
時
に
は
で
き
る
だ
け
各
部
位
ご
と
に

記
載
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
最
近
、
一
部
の
保
険
者
か
ら
負
傷
原
因

を
も
っ
と
詳
し
く
書
い
て
く
だ
さ
い
と
の

申
請
書
の
返
戻
が
見
ら
れ
ま
す
。
返
戻
さ

れ
た
も
の
の
原
因
記
載
を
見
る
と
以
下
の

よ
う
な
も
の
で
す
。

・
同
時
に
３
部
位
の
負
傷
の
原
因
に
し
て
は

疑
問
（
寝
違
い
で
３
部
位
負
傷
し
た
な
ど
）

・
部
位
ご
と
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

・
ど
こ
で
の
記
載
が
な
く
、
職
場
で
の
疑
義

が
あ
る

・
ど
う
し
て
の
記
載
が
な
く
、
原
因
が
不
明
瞭

負
傷
原
因
の
書
き
方
で
、
良
い
例
、

悪
い
例
を
具
体
的
に
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
今
回
、
開
業
し
て
初
め
て…

！
当
院
に
中

学
校
か
ら
職
場
体
験
の
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
う
い
っ
た
仕
事
に
興
味
関
心
を
も
っ

て
も
ら
え
る
の
は
と
て
も
嬉
し
い
で
す
ね
！

ち
な
み
に
、
今
は
職
場
体
験
と
は
言
わ
ず

『
マ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ
』
と
い
う
そ
う
で
す
よ
。

　
始
ま
る
に
当
た
り
、
事
前
の
打
ち
合
わ
せ

や
履
歴
書
を
模
し
た
マ
イ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と

い
う
生
徒
手
作
り
の
も
の
を
い
た
だ
き
、
日

が
近
づ
く
に
つ
れ
と
て
も
緊

張
し
ま
し
た
。
な
に
せ
初
め

て
で
す
か
ら
。

　
今
回
は
５
日
間
の
マ
イ

チ
ャ
レ
ン
ジ
、
女
の
子
２
人

が
お
手
伝
い
し
て
く
れ
ま
し
た
。
マ
イ
チ
ャ

レ
ン
ジ
当
日
、
普
段
以
上
に
ス
タ
ッ
フ
に
気

合
が
入
っ
て
い
た
よ
う
に
見
え
た
の
は
気
の

せ
い
で
は
な
い
は
ず
（
笑
）
。
少
し
で
も
良

い
と
こ
ろ
を
見
せ
た
い
で
す
か
ら
ね
。

　
朝
の
準
備
か
ら
始
ま
り
、
あ
い
さ
つ
や
受

付
ま
わ
り
の
業
務
・
患
者
さ
ん
の
案
内
・

ベ
ッ
ド
メ
イ
ク
な
ど
、
た
ど
た
ど
し
く
も
一

生
懸
命
に
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な

姿
を
見
て
、
自
分
に
も
こ
ん
な
時
代
が
あ
っ

た
の
だ
な
と
昔
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
期
間
中
に
来
院
さ
れ
た
患
者
さ
ん
た
ち
は

中
学
生
が
い
る
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
し
た

が
、
マ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
内
容
を
話
す
と
気

さ
く
に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
頑
張
っ
て
ね
」
「
偉
い
な
ぁ
」
「
ど
こ
か

ら
来
た
の
」
な
ど
な
ど
・
・
・
。
お
か
げ
で

初
め
は
固
い
表
情
を
し
て
い
た
学
生
さ
ん
も

少
し
ず
つ
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
た
よ
う
で
、
本

当
に
感
謝
で
す
。
今
回
改
め
て
思
い
ま
し
た

が
、
当
院
に
通
院
し
て
い
る
患
者
さ
ん
は
み

な
気
の
い
い
方
が
多
く
、
本
当
に
恵
ま
れ
て

い
る
の
だ
な
と
再
度
実
感
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
業
務
が
終
わ
っ
た
後
に
足
関

節
の
テ
ー
ピ
ン
グ
の
巻
き
方
を
練
習
し
て
、

マ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
終
了
。
長
い
よ
う
で

あ
っ
と
い
う
間
の
５
日
間
で
し
た
。

　
８
月
に
は
地
元
の
中
学
校
の
マ
イ
チ
ャ
レ

ン
ジ
が
始
ま
り
ま
す
！
そ
の
生
徒
さ
ん
た
ち

に
な
り
た
い
と
思
え
る
職
業
の
一
つ
に
選
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
指
導
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

次
回
は
那
須
支
部
で
す
。
お
楽
し
み
に
！

初
め
て
の
マ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

支部リレー
投稿

第137走者
　塩谷支部

　小林正
俊

良い例悪い例
・
ラ
グ
ビ
ー
場
で
ラ
グ
ビ
ー
の
プ
レ
ー

中
、
右
膝
を
捻
り
負
傷
す
る  

・
自
宅
で
家
具
の
移
動
中
に
腰
を
捻
り

負
傷

・
ラ
グ
ビ
ー
を
し
て
い
て
負
傷
し
た

（
部
位
、
具
体
的
な
『
ど
う
し
て
』

が
不
明
）

・
作
業
中
に
痛
め
る
（
労
災
？
部
位
、

具
体
的
な
『
ど
う
し
て
』
が
不
明
）
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支 部 だ よ り
　
古
賀
志
山
は
宇
都
宮
市
北
西
部
に
位
置

す
る
山
で
あ
る
。
一
口
に
『
古
賀
志
山
』

と
い
わ
れ
る
が
、
実
は
赤
岩
山
（
あ
か
い

わ
や
ま
）
〜
御
嶽
山
（
お
ん
た
け
さ
ん
）

〜
古
賀
志
山
〜
鞍
掛
山
（
く
ら
か
け
さ

ん
）
ま
で
稜
線
の
続
く
『
山
塊
』
で
あ

る
。
遠
く
か
ら
眺
め
る
と
『
ゴ
ジ
ラ
の
背

中
』
の
よ
う
で
あ
る
。

　
登
山
コ
ー
ス
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
み
、
初

心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
充
分
に
楽
し
め
る

が
、
そ
れ
ゆ
え
に
入
山
者
も
多
く
、
毎
年
、

滑
落
等
の
遭
難
事
故
が
起
き
て
い
る
。
低

山
で
も
油
断
の
で
き
な
い
山
で
あ
る
。

　
麓
に
は
赤
川
ダ
ム
が
あ
り
、
宇
都
宮
市

森
林
公
園
と
し
て
市
民
の
憩
い
の
場
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
有
名
な
自
転
車
国

際
競
技
『
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
サ
イ
ク
ル

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
』
や
当
会
で
救
護
活
動
を

す
る
『
宇
都
宮
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
』
の
発
着

地
点
で
あ
る
た
め
か
、
普
段
か
ら
両
競
技

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

春
に
は
山
全
体
が
桜
や
ヤ
シ
オ
ツ
ツ
ジ
な

ど
の
花
々
で
彩
ら
れ
、
山
菜
採
り
の
人
で

に
ぎ
わ
う
山
で
あ
る
。

　
県
道
宇
都
宮
文
挟
線
か
ら
城
山
西
小
学

校
入
口
を
入
る
と
間
も
な
く
登
山
者
用
の

駐
車
場
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
林
道
を
登
っ

て
い
く
と
左
手
に
整
地
さ
れ
た
パ
ラ
グ
ラ

イ
ダ
ー
の
着
陸
場
が
あ
り
、
そ
の
先
の

『
風
雷
神
社
』
の
立
派
な
石
鳥
居
を
く
ぐ

る
と
沢
伝
い
の
登
山
道
と
な
る
。
20
分
ほ

ど
歩
い
た
所
に
別
の
鳥
居
が
あ
り
、
右
に

少
し
登
る
と
大
き
な
岩
棚
の
中
に
ひ
っ
そ

り
と
神
社
が
あ
る
。

　
先
ほ
ど
の
鳥
居
か
ら
杉
林
の
中
を
急
登

す
る
と
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
離
陸
場
が
あ

る
。
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
赤
岩
山
山
頂
は
目

前
で
あ
る
。

　
赤
岩
山
山
頂
は
木
が
茂
っ
て
見
晴
ら
し

は
あ
ま
り
望
め
な
い
が
、
赤
岩
山
か
ら
三

本
松
そ
し
て
御
嶽
山
ま
で
の
『
ゴ
ジ
ラ
の

背
中
』
歩
き
は
、
見
晴
ら
し
最
高
で
絶
景

が
楽
し
め
る
。
し
か
し
、
痩
せ
た
稜
線
で

左
右
が
断
崖
絶
壁
に
落
ち
込
ん
で
い
る
所

や
、
途
中
ザ
イ
ル
が
必
要
な
崖
の
所
も
あ

り
、
初
心
者
に
は
危
険
で
あ
る
。

　
１
時
間
ほ
ど
で
御
嶽
山
山
頂
に
到
着
。

山
頂
に
は
祠
が
あ
り
、
展
望
が
す
ば
ら
し
い
。

　
御
嶽
山
を
後
に
し
て
鎖
場
（
く
さ
り

ば
）
や
鉄
の
梯
子
を
下
っ
て
行
く
と
城
山

西
小
学
校
方
面
か
ら
の
登
山
道
に
出
る
。

こ
の
道
に
は
『
不
動
の
滝
』
や
ロ
ッ
ク
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
の
岩
場
が
あ
る
。
ま
た
、
赤

川
ダ
ム
方
面
か
ら
の
登
山
道
も
こ
こ
が
分

岐
点
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
二
つ
の
道

は
整
備
さ
れ
た
安
全
な
登
山
道
で
あ
る
。

東
に
登
る
と
古
賀
志
山
山
頂
で
あ
る
。
山

頂
は
電
波
塔
が
建
ち
、
広
場
の
よ
う
に

な
っ
て
い
て
、
い
つ
も
多
く
の
登
山
者
で

賑
わ
っ
て
い
る
。

　
山
頂
か
ら
急
な
山
道
を
富
士
見
峠
に
下

り
北
登
山
道
を
下
る
と
赤
川
ダ
ム
に
着

く
。
こ
れ
も
安
全
な
登
山
道
で
あ
る
。
富

士
見
峠
か
ら
北
に
稜
線
を
進
む
と
休
憩
ポ

イ
ン
ト
に
出
る
。
こ
こ
は
鞍
掛
山
方
面
と

中
尾
根
方
面
の
分
岐
点
で
あ
る
。
中
尾
根

も
な
か
な
か
の
岩
稜
で
、
赤
川
ダ
ム
へ
の

登
山
道
は
初
心
者
は
注
意
が
必
要
で
あ

る
。
鞍
掛
山
方
面
へ
は
木
の
茂
っ
た
尾
根

歩
き
で
、
幾
つ
も
の
岩
稜
を
越
え
て
手
岡

峠
か
ら
猪
倉
（
い
の
く
ら
）
峠
を
経
て
鞍

掛
山
山
頂
ま
で
は
２
時
間
30
分
ほ
ど
の
静

か
な
山
歩
き
に
な
る
。
山
頂
は
見
晴
ら
し

が
よ
く
な
い
が
東
端
の
大
岩
か
ら
は
素
晴

ら
し
い
展
望
が
開
け
て
い
る
。

　
大
岩
か
ら
下
り
、
登
山
道
か
ら
少
し

入
っ
た
と
こ
ろ
に
『
鞍
掛
山
神
社
』
が
あ

る
。
小
さ
な
滝
が
落
ち
て
い
る
す
ぐ
わ
き

に
岩
窟
が
あ
り
、
中
は
真
っ
暗
で
何
か
が

祀
ら
れ
て
い
る
。
昔
、
い
ろ
い
ろ
と
あ
っ

た
不
気
味
な
岩
窟
で
あ
る
。
　
　

　
登
山
道
に
戻
り
15
分
も
下
れ
ば
林
道
に

出
て
赤
川
ダ
ム
に
戻
れ
る
が
、
地
図
に
な

い
長
倉
山
を
越
え
て
行
く
の
も
整
備
さ
れ

た
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
あ
る
。

　
今
回
紹
介
し
た
コ
ー
ス
を
歩
く
と
な
る

と
健
脚
で
も
10
時
間
近
く
は
か
か
る
が
、

健
康
の
た
め
の
山
歩
き
と
し
て
３
〜
４
時

間
く
ら
い
の
コ
ー
ス
を
何
度
も
楽
し
む
こ

と
の
で
き
る
山
で
あ
る
。
低
山
で
は
あ
る
が

初
心
者
コ
ー
ス
以
外
は
地
図
と
コ
ン
パ
ス

が
必
需
品
と
な
る
手
強
い
山
で
も
あ
る
。
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古賀志山の山並みを望む
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